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[image: ]【校訓】かしこく（賢）なかよく（優）すこやかに（健）
【教育目標】「夢」実現のために「学び合い・支え合い・高め合う」児童の育成
【教育スローガン】幸せにあふれる未来へ～夢いっぱい・笑顔いっぱい・元気いっぱい～



後期後半もよろしくお願いします！　
あけましておめでとうございます。皆様方におかれましては、御家族でよいお正月を迎えられたことと拝察申し上げます。本日７日から後期後半がスタートしました。朝から、子供たちの明るく元気な顔を見ることができてとても嬉しく思いました。
いよいよ今年度もあと三か月足らずです。今の学年で身に付けなければならない力をしっかり付けて、次の学年に進級する準備の大切な三か月です。６年生は、中学校進学を見据えて過ごしていく大事な時期になりました。
後期後半も保護者の皆様、地域の皆様の御協力と御支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。



[image: [無料イラスト] 習字を習う子供たち - パブリックドメインQ ...]一年の計は元旦にあり
年の初めにあたり、「今年は、こんなことをがんばりたい！」「今年こそは、これができるようになりたい！」などと気持ちを新たにしていることと思います。夢や目標を持つことは、勉強したり運動したりする原動力やエネルギーになります。松橋小の子供たちには、どんなことでもよいですから自分なりの夢や目標を持ってほしいと願っています。そして、その夢や目標の実現に向けて、毎日コツコツと努力してほしいと思います。「継続は力なり」という言葉がありますが、毎日努力をし続けることは簡単なことではありません。誰もが「今日は休んでもいいかな」と自分自身に甘えてしまい、その甘えが続き「三日坊主」という言葉に繋がってしまうことはよくあることです。自分も沢山経験してきました。夢や目標を持つことと共に、それに向かって日々、努力を続けることです。一日一日の積み重ねが、きっと夢や目標の実現につながるはずです。　
今年も子供たちの「夢や目標の実現」のために、私たち職員も力を合わせ、チーム力を発揮しながら尽力して参りたいと思っています。


		
	
	

	
	
	

	
	
	



	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


保護者の判断は大切です！
子育てにおいて、保護者が判断を迫られる場面が多々あると思います。この冬休みにも「お年玉はどれくらいにしよう？」「携帯電話は買ってやるべきか？」「塾には行かせたがいいのか？」「スポーツクラブ等に通わせるべきか？」「交友関係は大丈夫か？」・・・様々な判断が求められます。
　保護者としては子供の喜ぶ顔を見たいがために、「周りの友達が持っているならうちの子にも携帯電話を買ってやるか」「ゲームも好きなだけさせてもいいか」「嫌いなものは食べさせなくてもいいか」等、ついつい甘い判断をしてしまうこともあるかと思います。保護者として可愛い我が子に辛い思いは誰もさせたくないでしょう。ただ、この子供にとって甘い判断をずっと続けていくことが本当にいいことなのでしょうか？
[bookmark: _GoBack]　保護者として大切なことは、ただ単に「好きか嫌いか」「良いか悪いか」のレベルではなく、「この判断が大切で可愛い我が子の将来にどんな影響を及ぼすだろうか？」という長い時間軸で判断することだと思います。でないと、目先の短絡的な視点で判断してしまうと、予期せぬ事態に発展するケースをこれまで自分は何度も経験してきました。我が子を立派に成長させるために、短絡的ではなく長い時間軸の視点からの判断を保護者の方にはしていただけたらと思います。
令和８年は午年（うま）年　何事もうまくいきますように！
今年は午年ですが、その中でも丙午年となっています。ちなみに校長の自分も丙午年生まれとなります。丙午年生まれの人について、諸説あるようですが、丙午は、十干の「丙（ひのえ）」と十二支の「午（うま）」を組み合わせた干支で、60年に一度巡ってきます。
丙（ひのえ）: 太陽のような明るさ、情熱、決断力を象徴し、物事を大きく広げる性質があります。
午（うま）: スピード感や行動力を意味し、躍動的なエネルギーを表します。
これらが合わさることで、情熱や勢いが非常に高まる年とされています。
新しい年を迎えた今、今年も様々なことに情熱や勢いを持って、大きく飛躍する一年にしていきたいと思っています。
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